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修士論文概要 
上司のリーダーシップが若年労働者のメンタルヘルスに及ぼす影響の検討 
 
山科	 湖 
 
1. 問題と目的 
最近の労働環境の急激な変化の中で、労働者
のメンタルヘルス不調が大きな問題となって
久しい。心の病の増減に関しては、近年高止
まりの状態が続いており、30 代 40 代が多い
のはさることながら、最近では 10 代～20 代
も増加している。ストレスの主な原因は対人
関係という労働者も多く、若年労働者のメン
タルヘルスを考える上で、職場の人間関係は
切り離すことができない。特に若年労働者に
とっては、上司との関係がメンタルヘルスに
大きな影響を及ぼすという研究結果もあり、
若年労働者のメンタルヘルスに影響を及ぼす
要因のひとつとして、上司のリーダーシップ
について検討することは意義のあることと考
える。 
本研究では、これまでのリーダーシップ研究
で多く扱われてきた交流型リーダーシップだ
けでなく、近年研究が進んでいる、個々のメ
ンバーだけでなく組織自体の変革行動も実践
していこうという変革型リーダーシップにも
注目し、この２つのリーダーシップの他、リ
ーダーシップの欠如というネガティブな面も
測定できる MLQ （Multifactor Leadership 
Questionnaire）の日本語版を使用した。MLQ
とは、Bass（1985） のリーダーシップの枠組
みを基にした、９因子、36 項目からなるリー
ダーシップ測定尺度である。これにより、多
次元から幅広いリーダー行動を測定すること
ができると考える。 
また、近年、メンタルヘルスのポジティブな
側面であるワーク・エンゲイジメントが注目
されている。これは、仕事に対するポジティ
ブで充実した状態を指すが、ワーク・エンゲ
イジメントを高めるにはどのような取り組み
を行えばよいかについてはまだわかっていな
い。そこで本研究の目的を次の２つとした。 
１）MLQの枠組みを使ってリーダー行動を測
定し、リーダー行動の構造を確認すること 
２）若年労働者のメンタルヘルス（ストレス
反応、ワーク・エンゲイジメント）に影響を
及ぼすリーダー行動を特定すること 
 
2. 方法 
2017 年 2 月～5 月に一般企業に勤務する労働
者に対し調査を行い、20 代～30 代の 173 名
を分析の対象とした。属性は、男性 101 名、
女性 72 名であり、平均年齢は 30.8 歳であっ
た。なお、調査は人事考課などには影響がな
いことなどを十分に説明して、回答は個別に
回収するなどの配慮を行った。質問紙の構成
は、次の通り。１）フェイスシート、２）リ
ーダーシップ測定尺度として、MLQ日本語版
（神谷, 2011）、３）ストレス反応測定尺度と
して、労働省（現：厚生労働省）作成の職業
性ストレス簡易調査票より、B 領域（心身の
ストレス反応測定）、４）ワーク・エンゲイジ
メント測定尺度として、島津（2014）による
日本語版ワーク・エンゲイジメントチェック
リスト 
 
3. 結果 
まず、MLQの大きな３つの枠組みのリーダー
シップである、変革型リーダーシップと交流
型リーダーシップ、リーダーシップのネガテ
ィブな面である受動的・回避行動が、先行研
究と同じ因子構造であるかを確かめるために、
SPSS Amos ver.24 を使用し確認的因子分析を
行った。その結果、すべての枠組みでほぼ適
合したため、先行研究に則った因子構造を採
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用した。 
次に、３つのリーダーシップが、ストレス反
応、ワーク・エンゲイジメントに与える影響
を検討するために、SPSS 16.0 を使用して重回
帰分析を行った。その結果、変革型リーダー
シップがストレス反応に負の影響を、受動的・
回避行動がストレス反応に正の影響を及ぼし
ていることがわかった。さらに、変革型リー
ダーシップの下位５因子のうちストレス反応
に影響を及ぼしているのは「理想化された特
性」因子という結果だった。また、受動的・
回避行動の下位２因子では、「自由放任」がス
トレス反応に影響を及ぼしていた。一方、ワ
ーク・エンゲイジメントについては、いずれ
のリーダーシップからの影響も確認すること
ができなかった。 
変革型リーダーシップがストレス反応に及ぼ
す過程で、ワーク・エンゲイジメントを媒介
しているモデルも検討したが、適合している
とはいえなかった。そこで、ワーク・エンゲ
イジメントの高群・低群別に、変革型リーダ
ーシップとストレス反応との関係を検討した。
その結果、ワーク・エンゲイジメント低群に
おいては、変革型リーダーシップとストレス
反応は弱い負の相関だった。一方、ワーク・
エンゲイジメント高群においては、変革型リ
ーダーシップとストレス反応は強い負の相関
だった。 
 
4．考察 
変革型リーダーシップのうち、「理想化された
特性」だけが、部下のストレス反応に影響を
及ぼしていた。これは、フォロワーとの相互
交流というよりも、もともとリーダーが備え
ているカリスマ性といった特性である。この
リーダーだったらともに働きたい、尊敬でき
る、というリーダーであると、ストレス認知
が弱められるのではないかと考える。また、
ストレス反応にプラスの影響を及ぼしている
のは「自由放任」だった。これは、リーダー
の特性というよりも、問題やトラブルが発生
した時に、適切な判断や支援ができないリー
ダーであると、ストレス認知を強くさせるこ
とを示唆するものと考える。 
本研究では、変革型リーダーシップとストレ
ス反応の関係は確認できたが、リーダーシッ
プとワーク・エンゲイジメントの因果関係を
見出すことはできなかった。これは、ワーク・
エンゲイジメントが、リーダー行動だけでは
ない、上司との関わりの相互作用によって影
響されるものと考えられる一方、若年労働者
という特徴から、仕事や組織自体に希望を持
つことができないことなども要因として推察
できる。しかし、ワーク・エンゲイジメント
が高い人は、上司の変革型リーダーシップと
ストレス反応に強い関係があることがわかっ
た。今後は、ストレス反応に影響を及ぼすリ
ーダー行動以外の職場の要因、また、ワーク・
エンゲイジメントを高める要因などの検討の
他、職種をしぼった調査を行うなど、より効
果的なリーダー行動の検討を行うことが必要
であろう。 
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